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浸水により破損したＪＡ須高フ
ルーツセンターの選果機を調査

豊洲地域公民館の破損した
設備等を調査

一般会計補正予算案に修正動議
月12

定例会賛成少数で否決　　原案可決
　

今
定
例
会
は
、
２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
案
９
件
の
ほ
か
、
条

例
案
な
ど
21
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
条
例
案
２
件
を
継
続
審
査
と

し
、
他
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
た
。

台
風
19
号
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
世
帯
対
象
に

　

提
案
さ
れ
た
２
０
１
９

年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、

台
風
19
号
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で

議
論
と
な
っ
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、 

宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
１
名

か
ら
、
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
は
、
実
際
に
ど
の
よ

う
な
避
難
行
動
を
と
っ
た 

か
な
ど
の
項
目
が
大
部
分

で
あ
り
、
全
世
帯
対
象
で

は
な
く
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
た
地
域
に
絞
っ
て
実 

施
す
べ
き
②
防
災
対
策
が

目
的
で
あ
れ
ば
、
実
際
の

声
を
集
約
し
て
デ
ー
タ
化

す
る
と
い
う
重
要
な
業
務 

を
、
業
者
に
委
託
す
べ
き

で
な
い
と
の
理
由
か
ら
、

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

賛
成
少
数
（
賛
成
４
人
、

反
対
13
人
、
退
席
・
欠
席

各
１
人
）
で
否
決
し
た
。

賛
成

修
正
案
に

石
合　

敬

　

災
害
当
時
の
状
況
は
市

職
員
・
消
防
署
・
消
防
団

等
、
直
接
活
動
し
た
者
が

現
場
の
聞
き
取
り
等
で
把

握
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
将

来
の
災
害
対
策
に
必
要
か

ど
う
か
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
等
の
対
応
を

調
べ
れ
ば
わ
か
る
の
で
は

な
い
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
費
は

２
６
０
万
円
以
上
に
も
な

り
、
こ
の
予
算
を
被
災
者

支
援
に
充
て
る
べ
き
で
あ

る
。
被
災
者
が
何
を
望
む

か
を
考
え
る
と
焼
け
石
に

水
で
は
あ
る
が
、
焼
け
て

い
な
い
石
に
水
を
か
け
る

よ
り
も
意
味
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

修
正
案
に

原
案
に

古
家　

敏
男

　

調
査
は
本
年
10
月
の
台

風
19
号
接
近
の
際
市
民
の

皆
さ
ん
が
防
災
情
報
を
ど

の
よ
う
に
入
手
し
、
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の

か
を
調
査
し
、
今
後
の
防

災
や
避
難
対
策
に
役
立
て

よ
う
と
す
る
も
の
。

　

現
場
で
災
害
へ
の
備
え

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
職

員
の
発
案
で
、
他
市
の
実

施
例
や
、
防
災
研
究
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
質
問
項
目

を
練
っ
た
と
の
こ
と
。

　

地
域
別
・
年
代
別
等
を

立
体
的
に
検
証
し
、
今
後

の
防
災
行
政
に
役
立
つ
も

の
と
確
信
す
る
。

台
風
19
号
の
災
害
対
応
に
か
か
る

補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
（
災
害
復
旧
）
の
専
決

処
分
を
承
認
。
補
正
金
額
は
８
億
８
千
42
万
６
千
円
。

 

歳
出
の
主
な
内
容 

★�

半
壊
世
帯
を
対
象
に
支
援
金
を
支
給

〈
１
億
５
千
54
万
２
千
円
〉

★�

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
と
障
害
物
の
除
去

〈
９
千
62
万
９
千
円
〉

★�

災
害
ご
み
の
処
理

〈
６
千
35
万
９
千
円
〉

★�

日
滝
原
土
地
改
良
区
や
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
フ
ル
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

〈
３
億
３
千
６
６
５
万
円
〉

★�

排
水
機
場
（
相
之
島
・
福
島
北
）
破
損
箇
所
の
復
旧
等

〈
２
千
65
万
８
千
円
〉

★�

農
地
の
堆
積
物
の
除
去
・
復
旧

〈
５
千
万
円
〉

★�

市
道
の
舗
装
・
側
溝
等
の
復
旧
と
堆
積
物
の
除
去

〈
９
千
万
円
〉

★�

豊
洲
地
域
公
民
館
の
設
備
等
の
復
旧

〈
４
８
６
万
７
千
円
〉

 

議
会
の
対
応 

○
10
／
15　

�

全
員
協
議
会
を
開
催
。
終
了
後
、
災
害
現

場
等
を
現
地
調
査

○�

10
／
30　

経
済
建
設
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査

○
11
／
15　

�

全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
被
害
状
況
・
対

応
等
の
説
明
を
受
け
る

○
11
／
22　

各
常
任
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査

反
対

賛
成

討
論

討
論

議
案
審
議

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会
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児
童
セ
ン
タ
ー（
３
カ
所
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
12

カ
所
）
の
指
定
管
理
者
の

指
定
を
可
決反

対

原
案
に

久
保
田　

克
彦

　

こ
の
議
案
は
、
新
年
度
か

ら
５
年
間
、
須
坂
市
に
縁
も

ゆ
か
り
も
な
い
東
京
都
の
営

利
を
目
的
と
し
た
シ
ダ
ッ
ク

ス
㈱
に
指
定
管
理
を
指
定
す

る
も
の
。
児
童
福
祉
の
根
幹

に
あ
た
る
子
育
て
事
業
を
民

間
企
業
に
委
託
す
る
こ
と
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ

て
き
た
市
の
学
童
保
育
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
、

「
子
ど
も
は
宝
」
を
標
榜
す

る
市
の
や
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
や

夏
休
み
な
ど
、
豊
か
な
遊
び

や
生
活
が
保
障
で
き
る
よ
う
、

市
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

日
滝
原
土
地
改
良
区
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
締
結

Ｑ　

復
旧
工
事
の
財
源
は

全
額
国
庫
補
助
金
で
賄
え

る
の
か
。

Ａ　

全
額
で
は
な
く
、
国

の
災
害
査
定
を
受
け
て
96

か
ら
98
％
の
間
で
決
定
さ

技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者

Ｑ　

指
定
管
理
期
間
を
３

年
と
し
た
理
由
は
。

Ａ　

Ｉ
Ｔ
技
術
が
急
激
に

進
歩
し
て
い
る
た
め
、
５

年
は
長
す
ぎ
る
と
判
断
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
開
発
計
画
が
進
行
中

で
、
周
辺
の
環
境
が
激
変

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
３
年
間
と
し
た
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

経済建設

委
員
長
　
　

岡
田
　
宗
之

副
委
員
長
　

水
越
　
正
和

委
員
　
　
　

荒
井
　
一
彦

西
澤
え
み
子

竹
内
　
　
勉

岩
田
　
修
二

日
滝
原
土
地
改
良
区

災
害
復
旧
工
事
は

国
の
補
助
金
等
で

市
職
員
の
分
限
に
関
す
る

手
続
き
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
改
正

Ｑ　

公
務
員
に
な
れ
な
い

欠
格
事
由
で
あ
っ
た
成
年

被
後
見
人
・
被
保
佐
人
を

削
除
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

Ａ　

当
該
者
の
人
権
の
尊

子
ど
も
の
教
育
・
保
育
給

付
に
係
る
利
用
者
負
担
額

を
定
め
る
条
例
改
正

Ｑ　

改
正
の
詳
細
は
。

Ａ　

幼
稚
園
と
保
育
園
の

無
償
化
で
幼
稚
園
は
教
育
、

保
育
園
は
保
育
給
付
認
定

と
い
う
国
の
改
正
に
よ
る
。

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ

り
給
付
す
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

Ｑ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
と
中
央
公
民
館
を
合

体
し
て
、
生
涯
学
習
推
進

課
と
す
る
の
か
。

Ａ　
建
物
の
管
理
は
生
涯

学
習
推
進
課
が
行
い
、
生

涯
学
習
を
推
進
し
た
い
こ

と
か
ら
、
建
物
の
名
称
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
す

る
も
の
。

Ｑ　

中
央
地
域
公
民
館
と

し
て
の
性
格
は
。

Ａ　

館
長
を
置
き
、
地
域

公
民
館
の
役
割
を
担
う
。

Ｑ　

条
例
第
１
条
の
、
社

会
教
育
の
振
興
と
、
生
涯

学
習
の
推
進
と
で
は
そ
れ

ぞ
れ
性
格
が
違
う
。
使
用

団
体
は
、
社
会
教
育
団
体

の
ほ
か
、
生
涯
学
習
と
な

れ
ば
、
カ
ル
チ
ャ
ー
団
体
、

企
業
セ
ミ
ナ
ー
も
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
か
。

Ａ　
あ
く
ま
で
も
社
会
教

育
施
設
と
し
て
運
営
す
る
。

Ｑ　

社
会
教
育
法
第
24
条

を
入
れ
な
け
れ
ば
、
誰
に

で
も
貸
す
こ
と
に
な
る
。

Ａ　
公
民
館
に
準
じ
た
使

用
形
態
を
規
則
で
定
め
る
。

《
全
会
一
致
で
継
続
審
査
》

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

条
例
ほ
か
１
件
は

継
続
審
査
に

福祉環境

委
員
長
　
　

堀
内
　
章
一

副
委
員
長
　

久
保
田
克
彦

委
員
　
　
　

牧
　
　
重
信

宮
本
　
泰
也
　

酒
井
　
和
裕

浅
井
　
洋
子

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
不
足
分
は
、
日
滝
原

土
地
改
良
区
か
ら
の
負
担

金
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

工
事
費
に
建
屋
修
繕

は
含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ　

ポ
ン
プ
周
り
の
設
備

や
、
井
戸
の
修
理
費
で
、

建
屋
修
繕
は
含
ま
れ
な
い
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

重
と
不
当
な
差
別
を
防
ぎ
、

就
業
の
門
戸
を
拡
げ
る
た

め
。
運
用
面
の
代
理
行
為

は
、
法
律
に
基
づ
く
適
性

を
欠
い
て
い
る
者
に
は
、

行
為
に
携
わ
ら
せ
な
い
配

慮
が
必
要
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

委
員
長
　
　

荒
井
　
　
敏

副
委
員
長
　

古
家
　
敏
男

委
員
　
　
　

塩
﨑
　
貞
夫

宮
坂
　
成
一

石
合
　
　
敬

霜
田
　
　
剛

佐
藤
壽
三
郎

公
務
員
に
な
れ
な
い

欠
格
事
由
は

総務文教

討
論

中
央
公
民
館

委
員
会

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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文
化
・
個
人
番
号

成
人
式
の
記
念
品

Ｑ　

単
価

及
び
内
容

は
。

Ａ　

差
し

上
げ
る
の

は
税
抜
き

６
８
０
円

の
ふ
く
さ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ　

市
の
現
状
と
今
後
の
普
及
の

見
込
み
は
。

Ａ　

11
月
24
日
現
在
で
４
千
３
４

４
枚
、
交
付
率
は
８･

５
％
。
今

後
３
月
ま
で
に
約
３
千
枚
の
発
行

を
見
込
む
。

Ｑ　

国
の
カ
ー
ド
普
及
促
進
策
と

市
へ
の
指
示
は
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
来

年
度
中
に
実
施
さ
れ
る
予
定
等
で
、

カ
ー
ド
交
付
申
請
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
の
嘱
託
職
員
の
増
員
等
。

補
正
予
算
審
査

2 0 1 9
年 度

保
育
・
医
療
・
介
護

住
宅
・
商
業
・

農
業

保
育
所
の
臨
時
職
員
賃
金

Ｑ　

大
幅
な
減
額
理
由
は
。

Ａ　

当
初
、
特
別
支
援
の

加
配
保
育
士
を
33
人
で
予

定
し
て
い
た
が
、
実
際
は

19
人
で
あ
っ
た
た
め
。

未
熟
児
養
育
医
療
費

Ｑ　

未
熟
児
が
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
対
策
は
。

Ａ　

２
千
グ
ラ
ム
以
下
で

生
ま
れ
た
未
熟
児
以
外
に

も
、
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
は
該
当
。
妊
娠
期

市
営
住
宅

Ｑ　

業
務
を
県
住
宅
供
給

公
社
に
委
託
し
て
い
る
が
、

職
員
体
制
は
。

Ａ　

正
規
職
員
３
人
と
嘱

託
職
員
１
人
を
減
員
し
、

か
ら
の
母
親
の
健
康
管
理

の
た
め
、
保
健
師
の
面
接

や
医
療
機
関
の
連
携
等
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

Ｑ　

増
額
は
重
度
化
し
た

人
が
増
え
た
た
め
か
。

Ａ　

過
去
２
年
分
の
調
査

で
、
申
請
の
な
い
方
に
再

勧
奨
し
た
結
果
、
申
請
さ

れ
た
た
め
。

供
給
公
社
か
ら
３
人
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
窓
口
以
外

の
住
宅
管
理
部
門
は
市
の

業
務
と
な
る
た
め
兼
務
職

員
１
人
を
含
む
住
宅
政
策

係
３
人
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

シ
ル
キ
ー
２
階

Ｑ　

工
事
は
い
つ
頃
完
成

す
る
の
か
。

Ａ　

現
在
、
設
計
を
進
め

て
お
り
、
入
札
を
２
月
に

行
い
工
事
着
工
は
２
月
下

旬
か
ら
３
月
上
旬
を
予
定
。

冷
房
運
転
の
季
節
ま
で
に

は
完
成
さ
せ
た
い
。

農
業
後
継
者
対
策

Ｑ　

交
付
金
が
減
額
と
な

っ
た
主
な
原
因
は
。

Ａ　

夫
婦
型
の
場
合
、
前

年
所
得
が
１
０
０
万
円
以

上
で
調
整
が
入
り
、
３
５

０
万
円
以
上
で
支
給
停
止

と
な
る
。
ま
た
個
人
型
で

は
、
２
名
が
申
請
を
辞
退
、

１
名
が
判
定
に
よ
る
給
付

停
止
と
な
っ
た
た
め
。

Ｑ　

給
付
停
止
に
よ
り
、

農
業
経
営
に
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
な
い
か
。

Ａ　

本
人
も
納
得
し
、
補

助
金
を
受
け
ず
に
就
農
し

て
い
く
と
の
意
向
。

救
急
救
命
士
受
験
資
格
取
得
研
修

Ｑ　

予
定
し
た
職
員
が
辞
退
し
、

減
額
し
た
が
、
他
の
職
員
に
変
更

し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　

変
更
申
込
み
締
切
期
限
を
過

ぎ
て
い
た
た
め
。

峰
の
原
水
道
整
備
事
業

Ｑ　

国
の
辺
地
債
は
充
当
率
１

０
０
％
だ
が
、
こ
れ
を
活
用
で

き
な
い
部
分
は
。

Ａ　

辺
地
区
域
以
外
の
住
民
が

受
益
さ
れ
る
部
分
の
う
ち
、
合

理
的
方
法
で
行
う
按
分
率
91
％

の
部
分
。

固
定
資
産
税

Ｑ　

市
税
の
う
ち
固
定
資
産

税
は
２
千
５
０
０
万
円
増
だ
が
、

新
築
家
屋
の
増
加
は
何
件
か
。

Ａ　

年
間
３
０
０
戸
前
後
。

消
防
・
水
道
・
税
金

分
科
会

議
会
報
告

審
査
結
果

委
員
会

議
案
審
議

一
般
質
問
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■■■■■■ 12月定例会の議決結果 ■■■■■■

賛否が分かれた案件
会　派　　
議員名　　

　　議案等名

議決
結果

新風共創会 輝創会 共産 無所
属ク 新政会

宮
本
　
泰
也

荒
井
　
　
敏

西
澤
え
み
子

石
合
　
　
敬

岩
田
　
修
二

塩
﨑
　
貞
夫

岡
田
　
宗
之

浅
井
　
洋
子

中
島
　
義
浩

宮
坂
　
成
一

竹
内
　
　
勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
　
章
一

牧
　
　
重
信

荒
井
　
一
彦

古
家
　
敏
男

水
越
　
正
和

酒
井
　
和
裕

霜
田
　
　
剛

議案第 55 号
南部児童センター、東部児童センター及
び北部児童センターの指定管理者の指定
　　〇３ぺージに掲載

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 56 号 放課後児童クラブの指定管理者の指定
　　〇３ぺージに掲載 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号

2019 年度一般会計補正
予算第４号
　信州須坂ふるさと応援寄
附金の増加による返礼品
の経費・基金への積立等　

（４億 625 万７千円増）

台 風 19 号
に関する市
民アンケー
トに関する
修正案

否決 ○ ○ ○ ○ ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ●

原案 可決 ● ● ● ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
　　　☆　○は賛成　●は反対　△は退席　空欄は欠席
　　　☆　議長 中島 義浩　は可否同数以外は採決に加わらない
　　　☆　会派名の略称：無所属ｸ→無所属ｸﾗﾌﾞ　共産→日本共産党　

番　　号 件　　　　　　　　名

承認第３号
専決処分の承認を求めること（2019 年度一般
会計補正予算第３号）
台風 19 号の災害対応にかかる費用
〇２ページに掲載

議案第 53 号
2019 年度辺地対策事業須坂市峰の原高原飲料
水供給施設高区配水池築造工事請負契約の締結
ステンレス製配水池及び電気室・次亜注入機室築造工事・場
内配管及び外構工事一式の請負契約

議案第 54 号
（新）学校給食センター整備運営事業変更契約
の締結
消費税相当額の増加に伴う事業変更契約

議案第 57 号 技術情報センターの指定管理者の指定　
議案第 58 号 勤労青少年ホーム創造の家の指定管理者の指定

議案第 59 号 字の区域の変更
大字米持地籍にある認定外道路の払下げに伴う変更

議案第 60 号 市道の認定
宅地造成事業に伴い新設された市道１路線を認定

議案第 62 号
市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関
する条例の一部改正
市議会議員選挙における選挙運動用のビラの公費負担、届出、
手続等を改める

議案第 63 号
市職員の分限に関する手続及び効果に関する条
例の一部改正
引用する条項を改める

議案第 64 号
市職員の退職手当に関する条例の一部改正
退職手当の支給制限について、成年被後見人及び被保佐人の
規定を削る

議案第 66 号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正
放課後児童支援員が必要な研修の実施者に、指定都市の長を加える

議案第 67 号
子どものための教育・保育給付に係る利用者負
担額を定める条例の一部改正
経過措置の対象となる保護者の名称を改める

議案第 68 号
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
災害弔慰金の支給等に関し、調査審議するため、災害弔慰金
等支給審査委員会を設置する

議案第 69 号
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部改正
期末手当、勤勉手当及び退職手当について、成年被後見人及
び被保佐人の規定を削る

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第 71 号
2019 年度国民健康保険特別会計補正予算第２
号
前年度保険給付費確定による返還金　（3,111 万８千円増）

議案第 72 号 2019 年度介護保険特別会計補正予算第３号
高額介護サービス費等　（1,033 万１千円増）　

議案第 73 号
2019 年度後期高齢者医療特別会計補正予算第
２号
保険料還付金等　（29 万５千円増）

議案第 74 号
2019 年度水道事業会計補正予算第１号
人件費精査、企業債利息の確定

（収益的収入 :11 万６千円　支出 :378 万６千円増）
人件費精査、企業債償還金の確定　（資本的支出 : △ 451 万
3 千円）

議案第 75 号
2019 年度下水道事業会計補正予算第２号
人件費精査、企業債利息の確定

（収益的収入 : △ 13 万８千円　支出 : △ 1,201 万円）
人件費精査　（資本的支出 : △ 201 万 3 千円）

議案第 76 号
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
給料表を改めること及び手当・休職について、成年被後見人
等に　該当して失職した職員の規定を削る

議案第 77 号 2019 年度一般会計補正予算第５号
人事院勧告等に基づく一般職員給与等　（312 万 7 千円増）

議案第 78 号
2019 年度水道事業会計補正予算第２号
人事院勧告等に基づく一般職員給与等

（収益的支出 : ２万６千円増　資本的支出 : ２万６千円増）

議案第 79 号
2019 年度下水道事業会計補正予算第３号
人事院勧告等に基づく一般職員給与等

（収益的支出 : ２万 5 千円増　資本的支出 : ７千円増）

議案第 80 号
令和元年台風第 19 号災害復旧工事日滝原土地
改良区第一揚水機場災害復旧工事請負契約の締
結

議会第１号 市議会会議規則の一部改正
会議時間を明確にするための改正

全会一致による可決案件

閉会中の継続
審査申出

（議案第 61号）
生涯学習センター条例の制定
須坂市生涯学習センターの設置及び管理について定める
〇３ページに掲載

閉会中の継続
審査申出

（議案第65号）
公民館条例の一部改正
中央公民館を廃止し、中央地域公民館を設置するための改正
〇３ページに掲載

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

議
会
報
告

委
員
会
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問

う
も
の
で
す
。
本
定
例
会
で
は
、
11
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
の
４
日

間
行
わ
れ
、
16
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問 項 目

一般質問

手入れが行き届いた駅前ロータリーの花壇

竹内　勉　………………………………
●  台風 19 号災害　命と健康を守る

ことを第一に考えた災害避難対策
を

●  峰の原高原スキー場　今シーズン
営業中止による影響と対策は

宮本　泰也　……………………………
●  須坂の未来を担う子どもたちのた

めに
●  須坂市政の諸課題

堀内　章一　……………………………
● 台風 19 号の対応
● ワクチン接種

浅井　洋子　……………………………
●  誰もが安心して安全に暮らせるま

ちづくり
●  子どもたちが未来に夢がもてるま

ちづくり

岡田　宗之　……………………………
● 災害時応援協定
● 観光行政
● 須坂市行政

荒井　一彦　……………………………
●  須坂市指定文化財の災害対策
●  「須坂市まるごと博物館構想」

西澤　えみ子　…………………………
●  台風 19 号災害における「食」の 

支援
●  健康長寿発信都市「須坂ＪＡＰＡ

Ｎ」創生プロジェクト

古家　敏男　…………………………
●  オープンデータで快適な生活環境

を
●  市街地を活性化し賑わいを再び取

り戻すには

荒井　敏　………………………………
●  大雨洪水災害
●  大風災害
●  高齢者支援

塩﨑　貞夫　……………………………
●  公共インフラ整備で安心、安全な

まちづくり

水越　正和　……………………………
●  災害に打ち勝つまちづくり
●  フルーツエールの今後の事業展開
●  デジタルタトゥー

佐藤　壽三郎　…………………………
●  この須坂を上高井を守り抜くため

に
●  須坂の子どもたちをどう護るか
●  職員の公務執行における公費負担

牧　重信　………………………………
●  須坂市都市計画マスタープラン

2019

久保田　克彦　…………………………
●  被災者に希望の見える支援を本格

的に
●  被災で一人の離農者も出さない～

農家への支援を
●  放課後児童クラブの指定管理者

石合　敬  ………………………………
●  災害対応
●  市長による無理強い事業の成果

岩田　修二　……………………………
●  台風 19 号被災対応
●  市職員体制の現状と課題
●  子育て支援の充実
●  2020 年度予算編成に向けて

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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( 一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

５６災害に匹敵する鮎川の濁流

自らの命は自らが守る意識化が重要
防災意識の向上をどう図るか

命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
た
避
難
対
策
を

問　

水
害
や
土
石
流
・
暴

風
・
地
震
・
大
雪
・
大
火

災
・
大
停
電
な
ど
の
災
害

が
考
え
ら
れ
る
。
防
災
意

識
の
向
上
を
ど
う
図
る
か
。

副
市
長　
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」
意
識
を
強

く
持
ち
、
適
切
な
避
難
行

動
を
取
る
こ
と
が
重
要
。

広
報
等
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
、
避
難
勧
告
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
の
基
本
情
報
の

ほ
か
、
日
常
か
ら
の
備
え

と
し
て
家
族
や
親
戚
、
近

所
の
方
と
確
認
し
て
お
く

重
要
性
を
伝
え
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

普
及
啓
発
す
る
。

問　

防
災
無
線
・
防
災
ラ

ジ
オ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
巡
回
広
報
な
ど

を
駆
使
し
て
、
正
確
・
的

確
に
情
報
伝
達
す
る
手
段

を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る

か
。
各
戸
へ
の
防
災
無
線

設
置
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

情
報
伝
達
は
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
実
施
。

市
民
は
プ
ッ
シ
ュ
型
で
情

報
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

プ
ル
型
で
情
報
を
取
り
に

行
っ
て
ほ
し
い
。
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
戸
別
受
信
機
設
置
も

含
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
対
応
を
検
討
す
る
。

問　

食
事
体
制
や
必
需
品

の
備
蓄
拡
充
、
補
給
経
路

な
ど
の
整
備
が
必
要
で
は
。

総
務
部
長　

メ
ニ
ュ
ー
等

で
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食

事
体
制
を
研
究
す
る
。
補

給
経
路
は
受
援
計
画
に
盛

り
込
む
。

峰
の
原
３
５
０
ミ
リ
、
56

災
害
の
１
・
６
倍
の
雨
量

問　

権
五
郎
川
が
溢
れ
床

下
浸
水
、
イ
ン
タ
ー
流
通

団
地
の
調
整
池
溢
水
で
道

路
が
通
行
止
め
。
貯
水
機

能
を
果
た
す
水
田
等
が
イ

ン
タ
ー
周
辺
開
発
で
減
少

す
る
。
そ
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

福
島
北
排
水
機
場
の
設
備

更
新
と
能
力
ア
ッ
プ
を
図

る
。
開
発
基
準
以
上
の
防

災
調
整
池
に
つ
い
て
は
開

発
事
業
者
と
相
談
す
る
。

問　

鮎
川
下
流
の
河
川
改

修
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

旧
屋
代
線
鉄
橋
下
流
右
岸

の
被
災
箇
所
と
、
九
反
田

橋
下
流
左
岸
の
堤
防
漏
水

に
つ
い
て
早
期
に
復
旧
工

事
を
発
注
す
る
。
河
川
に

堆
積
し
た
土
砂
に
つ
い
て

も
除
去
工
事
を
す
る
。

問　
「
最
終
処
分
場
建
設

地
に
大
量
の
雨
水
が
流
入

し
泥
が
堆
積
。
北
側
の
沢

も
激
流
に
な
り
、
駐
在
所

付
近
ま
で
大
量
の
雨
水
が

流
れ
た
」
と
の
話
を
聞
い

た
。
被
害
が
出
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

農
地
の
冠
水
、
畦
畔
の
崩

落
等
は
復
旧
工
事
を
す
る
。

水
路
・
側
溝
は
計
画
的
に

改
修
す
る
。

桜を見る会は総理大臣
主催の公的行事？選挙
目当てに税金を使うと
は言語道断

竹内　勉 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告



令和 2 年 1 月 1 日　第 160 号 8
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

宮本 泰也 議員

選
定
や
面
積
の
検
討
が
必
要

芝
生
の
福
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
移
転
を

教
育
格
差
と
教
員
の
働
き

方
改
革

問　

相
対
的
貧
困
率
は
先

進
国
35
カ
国
中
８
番
目
の

15
・
６
％
、
子
ど
も
の
相

対
的
貧
困
率
は
13
・
９
％

で
、
子
ど
も
の
う
ち
７
人

に
１
人
は
相
対
的
貧
困
状

態
だ
。
実
態
把
握
、
効
果

検
証
は
。

教
育
長　

検
証
は
行
っ
て

い
な
い
。

問　

基
本
的
な
生
活
習
慣

が
良
い
と
学
力
も
上
昇
し

や
す
い
。「
学
校
外
教
育

バ
ウ
チ
ャ
ー
」
で
塾
な
ど

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
の
配

布
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

考
え
て
い
な
い
。

問　

教
員
の
働
き
方
改
革

は
、
大
幅
な
業
務
削
減
と

教
員
の
増
員
が
必
要
だ
。

「
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

の
導
入
を
。

教
育
長　

県
教
委
が
配
置

す
る
「
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」
を
墨

坂
中
で
導
入
し
、
事
務
処

理
等
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

予
期
せ
ぬ
妊
娠
、
中

絶
、
性
感
染
症
が
顕
著
な

問
題
。
学
校
で
性
教
育
と

併
せ
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
に
つ
い

て
し
っ
か
り
教
え
る
べ
き
。

教
育
長　

性
教
育
は
命
の

教
育
で
も
あ
り
、
生
命
尊

重
・
自
己
や
他
者
の
個
性

の
尊
重
な
ど
重
視
し
相
互

に
関
連
付
け
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

よ
う
学
校
に
依
頼
す
る
。

問　

台
風
19
号
に
よ
り
壊

滅
的
被
害
と
な
っ
た
福
島

ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
特
に
芝

生
広
場
を
再
開
す
る
に
は

ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

経
費
も
安
く
、
災
害
の
な

い
既
存
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

芝
生
化
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

平
成
10
年
当
時

で
５
千
万
円
程
度
の
工
事

費
で
あ
る
。
こ
れ
に
除
却

費
や
諸
経
費
等
を
加
え
た

も
の
が
目
安
。
提
案
に
つ

い
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
選

定
や
面
積
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

須
坂
市
政
の
諸
課
題

問　

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー

場
に
つ
い
て
は
昨
年
、
三

木
市
長
推
薦
の
も
と
県
庁

で
記
者
会
見
ま
で
し
て
わ

ず
か
１
年
で
今
シ
ー
ズ
ン

は
営
業
し
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
責
任
は
な
い
の
か
。

副
市
長　

Ｐ
Ｒ
不
足
に
よ

り
集
客
が
伸
び
な
か
っ
た
。

台
風
被
害
が
重
な
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
断
念

し
た
も
の
。

問　

須
坂
温
泉
を
な
ぜ
指

定
避
難
所
と
し
て
開
設
し

な
か
っ
た
の
か
。

副
市
長　

避
難
対
象
地
区

を
考
慮
し
、
18
か
所
の
避

難
所
を
開
設
し
た
。
須
坂

温
泉
に
避
難
所
を
設
置
す

る
必
要
が
な
い
と
の
判
断

を
し
た
。

問　

旧
園
里
学
校
の
県
文

化
財
の
指
定
を
。

副
市
長　

旧
園
里
学
校
と

と
も
に
旧
上
高
井
郡
役
所

も
県
指
定
化
を
目
指
す
。

今回の災害で須坂温泉

を避難所として開設し

ないなら何のための整

備でしょうか？（災害前） （災害後）
福島スポーツ広場をどう復興するのか

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



第 160 号　令和 2 年 1 月 1 日9
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

堀内 章一 議員

越水により削られた千曲川堤防

10月から定期接種実施を予定
ロタウイルスワクチン公費助成は

問　

乳
幼
児
の
重
い
胃
腸

炎
を
引
き
起
こ
す
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
は
、
下
痢
・
嘔
吐
・

発
熱
・
腹
痛
な
ど
激
し
い

症
状
が
出
る
こ
と
が
多
い

と
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
感
染
症
を
予
防

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
任

意
接
種
で
あ
り
費
用
が
２

万
円
か
ら
３
万
円
前
後
か

か
る
た
め
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
市
独
自
の
公
費
助

成
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
は
、

令
和
２
年
10
月
か
ら
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
定
期
接
種
と
し
、

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

国
の
動
向
に
注
視
し
、
来

年
度
10
月
か
ら
の
実
施
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

流
行
性
耳
下
腺
炎
の

お
た
ふ
く
風
邪
は
重
度
の

難
聴
を
発
症
す
る
感
染
症

だ
が
、
予
防
す
る
に
は
早

い
う
ち
か
ら
の
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
効
果
的
で
あ
る
。

１
歳
以
上
、
接
種
回
数
１

回
、
費
用
は
約
５
千
円
か

か
り
、
こ
れ
も
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
と
な
っ

て
い
る
が
、
公
費
助
成
の

考
え
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

お
た
ふ

く
風
邪
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
任
意
接
種
で
あ
り
、

従
前
か
ら
個
人
負
担
で
の

対
応
と
な
る
。
国
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

相
之
島
排
水
機
場

問　

千
曲
川
の
越
水
に
よ

り
排
水
機
場
の
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
が
水
没
し
、
ポ
ン

プ
で
の
、
千
曲
川
へ
の
排

水
が
不
可
能
と
な
り
、
北

相
之
島
町
・
小
島
町
な
ど

が
床
上
、
床
下
浸
水
し
た
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

昭
和
41
年
設
置
の
１
号

機
・
２
号
機
・
３
号
機
は

新
規
設
置
を
し
、
さ
ら
に
、

平
成
２
年
増
設
の
４
号
機

は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
令
和

２
年
度
よ
り
工
事
開
始
と

な
る
が
、
今
回
の
災
害
を

受
け
ど
の
よ
う
に
設
置
施

行
す
る
の
か
。

市
長　

対

策
に
つ
い

て
は
、
今

年
度
、
設

計
を
行
う

予
定
で
あ

り
、
排
水

ポ
ン
プ
の

周
辺
機
器

を
今
回
の

浸
水
水
位

よ
り
高
い

所
に
設
置

す
る
。
排

水
機
場
の

建
屋
の
防
水
性
を
高
め
る

こ
と
を
、
今
後
で
き
る
だ

け
早
く
、
長
野
県
知
事
、

県
議
会
議
長
に
お
願
い
し

て
い
く
。

問　

今
後
の
河
川
整
備
・

治
水
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

万
が
一
、
今
回
の

よ
う
に
越
水
し
て
も
破
堤

し
な
い
よ
う
な
堤
防
に
改

修
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

国
に
要
望
し
て
い
く
。

　

松
川
に
つ
い
て
も
今
回

越
水
が
あ
っ
た
の
で
、
千

曲
川
同
様
の
対
策
を
県
に

要
望
し
て
い
く
。

　

八
木
沢
川
に
つ
い
て
は
、

遊
水
地
の
有
効
性
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

根本的な河川整備・治水

対策等を粘り強く国に

要望すべき

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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浅井 洋子 議員千曲川の越水により破損した堤防

避
難
者
の
実
態
把
握
と
水
害
対
策
は

必
要
な
支
援
等
検
討

問　

被
災
地
全
戸
を
対
象

と
し
た
自
宅
避
難
者
実
態

調
査
が
行
わ
れ
た
が
ど
の

よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
来

年
に
向
け
て
区
の
役
員
選

出
時
期
に
な
る
が
、
町
を

離
れ
て
仮
住
居
に
入
ら
れ

た
方
の
情
報
は
ど
う
す
る

の
か
。
民
生
委
員
・
保
健

補
導
員
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

総
務
部
長　

保
健
師
に
よ

る
自
宅
へ
の
個
別
訪
問

を
実
施
し
た
。
健
康
状

態
、
介
護
、
住
ま
い
の
状

況
、
家
財
の
片
付
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
要
請
等
を
聞

き
取
り
担
当
部
課
へ
繋
い

だ
。
仮
住
居
の
方
の
情
報

は
個
人
情
報
な
の
で
、
市

か
ら
提
供
で
き
な
い
が
区

運
営
に
必
要
な
支
援
を
す

る
。

問　

水
害
が
激
甚
化
す
る

中
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
で
備
え
を
大
幅
に
充

実
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
特
に
ハ
ー
ド
対
策

の
再
検
討
が
急
務
だ
と
思

う
。
意
図
的
に
河
川
の
流

水
を
一
時
氾
濫
さ
せ
る
遊

水
地
を
作
り
堤
防
の
破
堤

に
よ
る
急
激
な
洪
水
被
害

を
避
け
、
水
害
を
軽
減
す

る
対
策
を
検
討
さ
れ
て
は
。

地
域
に
あ
っ
た
、
人
と
自

然
が
共
存
で
き
る
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
治
水
対
策
を

希
望
す
る
。

総
務
部
長　

国
や
河
川
管

理
者
、
地
域
自
治
体
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
課
題
だ
。
ど
の

よ
う
な
手
法
が
可
能
か
検

討
す
る
。

無
理
に
登
校
す
る
必
要
は

な
い
が
、
そ
の
支
援
は

問　

文
科
省
よ
り
出
さ
れ

た
新
た
な
通
知
「
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
に
よ
る

と
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
学
外
の
施
設
に
通
う
不

登
校
生
も
出
席
扱
い
が
し

や
す
く
な
る
の
か
。

教
育
長　

須
坂
市
で
も
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
児
童
を
出
席
扱
い
に

し
て
い
る
。

問　

不
登
校
の
要
因
と
支

援
は
。

教
育
長　

要
因
は
、
友
人

と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
学
業
不

振
、
親
子
関
係
や
家
庭
内

被災者支援にご協力い

ただいた全ての皆様に

感謝！ボランティアの

力は凄い

不
和
、
ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
。

支
援
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る
相
談

や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
議
、

支
援
会
議
を
活
用
。

問　

学
習
の
遅
れ
や
人
間

関
係
の
不
安
は
。

教
育
長　

そ
の
子
に
あ
っ

た
居
場
所
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
子
に
あ
っ

た
学
習
を
考
え
る
。
自
主

学
習
が
中
心
に
な
る
。

問　

不
登
校
が
生
じ
な
い

よ
う
な
学
校
づ
く
り
や
学

習
の
工
夫
、
教
員
の
資
質

向
上
は
。

教
育
長　

学
校
へ
行
く
こ

と
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、

わ
か
る
授
業
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
を
取

り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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岡田 宗之 議員

「まるごと博物館構想」で検討

キャシュレス決済の導入を

問　

住
民
票
や
印
鑑
証
明

な
ど
窓
口
業
務
の
支
払
い

に
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

平
成
27
年
よ

り
市
税
の
収
納
に
つ
い
て

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

導
入
し
て
き
た
が
、
市
税

以
外
の
収
納
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
や
現
金
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
利
用
者

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
時
応
援
協
定

問　

台
風
19
号
に
お
け
る

応
援
協
定
は
連
携
が
図
ら

れ
た
か
。

総
務
部
長　

市
町
村
間
の

災
害
時
相
互
応
援
協
定
で

は
、
発
災
当
初
は
災
害
対

応
に
追
わ
れ
て
当
市
か
ら

要
請
で
き
な
い
状
況
を
察

し
て
、
応
援
市
町
村
か
ら

い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
の
申
し
出
が
あ
り
、

支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は
想
定
以
上
で
大
変
あ
り

が
た
く
感
謝
し
て
い
る
。

　

民
間
機
関
と
の
応
援
協

定
で
も
、
復
旧
作
業
や
物

的
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
他
、
協
定
を
締
結

し
て
い
な
い
事
業
所
、
市

内
外
の
皆
様
か
ら
も
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
想
定
以
上
で
あ
っ

た
。

観
光
行
政

問　

台
風
19
号
に
よ
り
観

光
面
で
も
大
き
な
影
響
を

受
け
た
が
、
紅
葉
期
の
米

子
大
瀑
布
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

ア
ク
セ

ス
道
路
の
土
砂
流
出
・
路

肩
法
面
の
崩
落
等
が
確
認

さ
れ
た
た
め
通
行
止
め
と

し
た
。
ま
た
、
遊
歩
道
の

浸
食
・
法
面
の
土
砂
崩
落
・

倒
木
・
橋
の
破
損
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
開
通
を
待
っ
て

復
旧
作
業
に
入
る
予
定
で

国土交通省へ道路整備

促進の要望に行ってき

ました。

道路整備が進めば良い

が…

あ
る
。

問　

峰
の
原
高
原
リ
ゾ
ー

ト
は
台
風
に
よ
り
、
ゲ
レ

ン
デ
の
一
部
と
管
理
道
路

に
被
害
が
出
て
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
営
業
を
中
止
に
す

る
と
発
表
し
た
が
、
冬
季

期
間
の
観
光
に
影
響
が
出

る
。
復
旧
工
事
な
ど
支
援

で
き
な
い
か
。米子大瀑布へのアクセス道路　崩壊現場

産
業
振
興
部
長　

復
旧
工

事
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
の
具
体
的
な
支
援
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

相
談
等
の
対
応
や
営
業
再

開
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

集
客
に
向
け
た
支
援
を
し

て
い
く
。

問　

長
野
県
は
台
風
被
害

の
影
響
で
打
撃
を
受
け
た

県
内
観
光
の
テ
コ
入
れ
策

と
し
て
、
宿
泊
料
金
を
割

り
引
く
「
ふ
っ
こ
う
割
」

を
導
入
す
る
と
し
て
い
る
。

須
坂
温
泉
古
城
荘
を
含
め

須
坂
市
内
の
宿
泊
施
設
も

対
象
に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

詳
細
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
対

象
に
な
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告



令和 2 年 1 月 1 日　第 160 号 12
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

荒井 一彦 議員

市
指
定
文
化
財
へ
の
災
害
時
の
対
応
は

平
時
か
ら
所
有
者
と
意
思
疎
通
を

須
坂
市
指
定
文
化
財
の
災

害
対
策

問　

最
近
、
突
然
や
っ
て

く
る
大
規
模
災
害
に
際
し
、

特
に
文
化
財
で
は
、
所
有

者
に
よ
る
維
持
管
理
が
原

則
と
さ
れ
て
お
り
、
行
政

の
目
が
全
て
に
行
き
届
か

な
い
の
は
や
む
を
得
な
い

部
分
も
あ
る
。
従
っ
て
、

非
常
時
の
対
応
を
考
え
る

際
に
は
、
常
日
頃
の
維
持

管
理
が
し
っ
か
り
と
行
わ

れ
た
う
え
で
、
災
害
に
備

え
た
心
構
え
と
準

備
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
市
と
し
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

社
会
共
創
部
長　

平
時
か
ら
文
化
財

の
保
護
を
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
と
、

防
災
対
策
や
災
害

時
の
対
応
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。

ま
ず
は
所
有
者
や

維
持
管
理
者
と
文

化
財
の
重
要
性
や

防
災
に
つ
い
て
の
意
識
を

共
有
す
る
た
め
調
査
票
を

送
付
し
、
日
常
の
維
持
管

理
上
で
の
課
題
や
問
題
・

要
望
な
ど
を
聞
き
、
必
要

に
応
じ
て
補
助
制
度
の
案

内
や
、
樹
木
医
・
修
復
業

者
な
ど
の
専
門
家
の
紹
介

な
ど
、
必
要
な
支
援
を
し

て
い
く
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
て
の
「
ま
る
ご
と

博
物
館
構
想
」

問　

こ
の
構
想
は
、
建
物

の
中
で
展
示
を
み
る
、
従

来
型
の
博
物
館
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
、
市
全
体
を

「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
に

す
る
も
の
。
市
内
の
文
化

施
設
や
民
間
博
物
館
・
地

域
の
文
化
財
等
を
、
市
民

参
画
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

で
結
び
付
け
、
回
遊
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
文
化
振

興
・
観
光
・
産
業
振
興
を

図
り
、
地
域
消
費
の
活
性

化
と
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創

出
す
る
も
の
で
あ
る
。
３

カ
年
間
で
行
う
事
業
内
容

と
、
そ
の
事
業
費
は
。

副
市
長　

事
業
の
大
き
な

流
れ
と
し
て
は
、
１
年
目

は
実
態
調
査
や
分
析
・
事

業
戦
略
の
構
築
、
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
各
種

調
査
の
実
施
、
２
年
目
は

企
画
事
業
の
実
施
や
関
連

施
設
整
備
、
３
年
目
は
２

年
目
実
施
の
事
業
を
検
証
、

修
正
・
拡
大
、
市
民
及
び

市
外
へ
の
須
坂
の
文
化
の

魅
力
発
信
な
ど
を
考
え
て

い
る
。

　

事
業
費
と
し
て
は
〈
実

態
調
査
等
〉
５
千
万
円
、

〈
人
材
育
成
事
業
〉
１
千

５
０
０
万
円
、〈
情
報
発

信
・
資
料
の
保
存
活
用
事

業
〉
に
２
千
万
円
〈
集
客

事
業
〉
６
千
８
０
０
万
円
、

〈
回
遊
性
向
上
事
業
〉
７

千
万
円
、〈
環
境
整
備
事

業
〉
１
億
７
千
８
０
０
万

円
。
以
上
総
事
業
費
に
つ

い
て
は
４
億
円
以
内
。
半

分
は
地
方
創
生
推
進
交
付

金
で
、
半
分
を
地
方
交
付

税
で
原
則
全
額
を
補
填
す

る
予
定
。

須坂市の宝、指定文化

財を皆で護って未来へ

今も元気な樹齢400年のしだれ桜

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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西澤 えみ子 議員
北部体育館炊き出しの様子

手探り状態、今後情報共有を徹底
避難所の食事支援対策は

問　

避
難
所
の
食
事
支
援

と
し
て
ア
ル
フ
ァ
米
の
支

給
が
行
わ
れ
た
が
、
充
分

な
対
応
が
で
き
た
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

避
難
所

の
開
設
当
初
は
、
運
営
に

精
通
し
て
い
な
い
職
員
も

多
数
動
員
し
、
手
探
り
で

行
っ
て
い
た
た
め
、
ア
ル

フ
ァ
米
の
作
り
方
が
、
徹

底
さ
れ
な
い
ま
ま
提
供
し

て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
備

蓄
品
の
提
供
方
法
に
つ
い

て
は
情
報
共
有
を
徹
底
し

て
い
く
。

問　

炊
き
出
し
を
希
望
さ

れ
た
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
断
っ
た
理
由
は
。

市
民
環
境
部
長　

窓
口
で

あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と

飲
食
店
の
有
志
に
よ
り
、

す
で
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
上
の
負
担
が
な
い
よ
う

に
考
え
た
う
え
で
お
断
り

し
た
が
、
今
後
、
災
害
時

の
炊
き
出
し
協
力
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
避
難
所
へ
の
食
事

支
援
対
応
は
整
備
さ
れ
て

い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

学
校
へ

の
給
食
提
供
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
炊
き
出
し
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
事
業

者
か
ら
も
協
力
す
る
旨
提

案
さ
れ
て
い
る
。

健
康
長
寿
発
信
都
市
「
須

坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
５
年
間
の

成
果
と
課
題

健
康
福
祉
部
長　

須
坂
市

観
光
協
会
と
連
携
し
、
市

外
か
ら
の
修
学
旅
行
の
受

け
入
れ
で
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
よ
る
郷
土

食
体
験
や
、
ス
ム
ー
ジ
ー

作
り
体
験
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
新
た
な
商
品
を
創

造
し
て
き
た
。
健
康
ス
ム

ー
ジ
ー
事
業
は
、
ス
ム
ー

ジ
ー
フ
ェ
ス
な
ど
を
通
じ
、

多
く
の
人
が
須
坂
市
を
訪

れ
、
徐
々
に
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
き
て

い
る
。「
健
康
お
す
そ
分

け
ツ
ア
ー
」
の
お
や
こ
遊

学
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ッ

フ
や
職
員
か
ら
も
「
費
用

対
効
果
や
民
間
事
業
へ
の

移
行
に
つ
い
て
検
討
し
た

方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見

も
あ
る
。

問　

農
林
課
で
行
っ
て
い

る
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
「
農
業
体
験
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
」
に
健
康
長
寿

を
取
り
入
れ
、
連
携
し
た

取
り
組
み
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

信
州
須

坂
健
康
発
信
の
会
の
主
催

で
実
施
し
て
お
り
、
協
議
、

検
討
し
て
い
く
。

穂保地区のことを思う
と声を上げるのは心苦
しい。市内の早急な復
旧復興を！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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古家 敏男 議員

須坂市動物園オープンデータ

市
民
の
利
便
性
向
上
が
メ
リ
ッ
ト

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と

問　

国
よ
り
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
の
た
め
、

適
正
で
効
果
的
な
官
民
デ

ー
タ
の
活
用
推
進
を
し
、

安
心
安
全
な
社
会
、
快
適

な
生
活
環
境
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
今
ま
で
の
取

組
み
状
況
と
成
果
は
。

総
務
部
長　

須
坂
市
動
物

園
で
動
物
の
写
真
や
、
動

物
園
職
員
が
書
い
た
イ
ラ

ス
ト
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

で
公
開
。
民
間
業
者
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
と
し
て

販
売
。
ま
た
、
手
作
り
の

動
物
園
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ

ズ
が
作
ら
れ
た
。
市
は
経

費
を
か
け
ず
に
動
物
園
の

広
告
宣
伝
が
で
き
、
民
間

業
者
は
素
材
を
無
料
で
活

用
で
き
る
。
官
民
双
方
に

利
点
が
あ
る
。

問　

全
国
で
参
考
に
な
る

活
用
事
例
は
。

総
務
部
長　

全
国
の
図
書

館
で
本
の
貸
し
出
し
状
況

が
検
索
で
き
る
「
カ
ー
リ

ル
」、
全
国
の
広
報
誌
が

一
覧
で
き
る
「
マ
イ
広
報

紙
」、
全
国
各
地
の
ご
み

収
集
日
が
分
か
る
「
５
３

７
４
・
ｊ
ｐ
」
が
あ
り
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
自
治
体
情
報
を
取

得
で
き
る
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
利

活
用
で
市
街
地
を
活
性
化

問　

商
業
観
光
課
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
は
。

産
業
振
興
部
長　

空
き
店

舗
を
利
用
し
た
い
方
を
対 

象
に
「
空
き
家
め
ぐ
り
」

の
新
規
事
業
を
計
画
し
、

善
光
寺
門
前
で
の
空
き
家

め
ぐ
り
案
内
経
験
者
や
、

地
元
の
方
々
と
と
も
に
、

市
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
・
空
き
店
舗
や
、

す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る

空
き
家
の
見
学
と
相
談
を

今
ま
で
三
回
行
っ
た
。

問　

市
街
地
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
所
有
者
へ
の

対
応
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

春
木
町
・ 

太
子
町
・
本
上
町
の
役
員

会
や
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
の

区
長
会
に
出
向
い
て
「
空

き
家
・
空
き
店
舗
活
用
セ

ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。
そ
の

際
「
須
坂
市
空
家
等
対
策

協
議
会
」
委
員
の
司
法
書

士
の
方
よ
り
「
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
放
置
が
後
の

世
代
へ
の
負
担
と
な
る
こ

と
。
地
域
の
安
心
安
全
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
」
の

説
明
が
あ
っ
た
。

問　

中
心
市
街
地
を
活
性

化
し
、
賑
わ
い
を
再
び
取

り
戻
す
た
め
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

産
業
振
興
部
長　
「
空
き

家
め
ぐ
り
」
と
「
空
き
家 

・
空
き
店
舗
活
用
セ
ミ
ナ

ー
」
を
継
続
実
施
す
る
。

新
規
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
一
名
増
員
し
、
空

き
店
舗
所
有
者
と
空
き
店

舗
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
。

空
き
店
舗
情
報
収
集
と
情

報
発
信
。
空
き
店
舗
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
起
業
に
向

け
た
準
備
活
動
を
推
進
し

て
い
く
。

須坂市のオープンデー

タが自治体の総合評価

で全国一位とは…

スゴイ

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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荒井　敏 議員

財政が厳しくできない

高齢者バス代に助成を

問　

長
野
市
、
高
山
村
、

飯
綱
町
、
小
川
村
で
は
、

高
齢
者
用
の
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
「
く
る
る
」
を
使
い
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
バ

ス
運
賃
を
割
り
引
く
助
成

を
し
て
い
る
。
例
え
ば
須

坂
駅
か
ら「
湯
っ
蔵
ん
ど
」

ま
で
は
通
常
運
賃
３
５
０

円
だ
が
、
１
１
０
円
に
な

る
。
須
坂
市
で
も
同
じ
よ

う
に
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

長
野
電
鉄
に
、
昨

年
度
は
７
千
万
以
上
も
助

成
し
て
い
る
。
今
後
は
バ

ス
の
買
い
替
え
も
控
え
、

市
の
財
政
が
厳
し
く
補
助

で
き
な
い
。

千
曲
川
の
洪
水
の
歴
史
を

軽
ん
ず
る
な

問　

善
光
寺
平
の
千
曲
川

の
洪
水
の
歴
史
は
、
江
戸

時
代
中
期
の
１
７
４
２

年
「
戌
の
満
水
」
と
言
わ

れ
て
い
る
歴
史
的
な
大
洪

水
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は

堤
防
も
な
く
、
須
坂
か
ら

長
野
ま
で
広
く
濁
流
に
飲

み
込
ま
れ
た
。
現
在
の
よ

う
い
に
堤
防
が
あ
れ
ば
切

れ
た
側
に
濁
流
が
集
中
す

る
の
で
洪
水
水
位
は
か
な

り
高
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
昭
和
24
年
の
キ

テ
ィ
台
風
で
村
山
堤
防
が

決
壊
し
、
豊
洲
地
域
が
大

洪
水
に
な
っ
た
。
昭
和
56

年
に
は
須
坂
市
宇
原
川
で

土
石
流
が
発
生
し
死
者
10

名
を
数
え
た
。
数
々
の
洪

水
の
歴
史
を
残
す
善
光
寺

平
洪
水
水
位
標
柱
が
、
新

幹
線
が
水
没
し
た
車
両
基

地
の
傍
ら
に
立
っ
て
い
る
。

そ
の
標
柱
の
一
番
上
の
表

示
板
が
「
戌
の
満
水
」
の

水
位
だ
。
こ
ん
な
に
水
の

つ
く
所
に
、
大
し
た
対
策

も
せ
ず
新
幹
線
基
地
を
作

っ
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い

る
。
歴
史
を
軽
ん
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

私
は
述
べ
る
立
場

に
な
い
。

問　

千
曲
川
の
洪
水
の
原

因
と
し
て
、
立
ヶ
花
、
飯

山
の
戸
狩
狭
窄
部
が
言
わ

れ
る
が
、
そ
の
下
の
西
大

滝
ダ
ム
も
大
き
な
狭
窄
部

で
、
飯
山
、
長
野
盆
地
の

千
曲
川
の
流
下
能
力
を
下

げ
、
川
底
に
泥
が
溜
ま
り

川
底
が
上
昇
し
て
い
る
。

戦
時
中
、
国
策
で
作
ら
れ

た
西
大
滝
ダ
ム
が
治
水
に

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　

西
大
滝
ダ
ム
の
影

響
が
長
野
盆
地
ま
で
及
ん

で
い
る
か
は
、
承
知
し
て

い
な
い
。

もう二度と水害がない
ように、抜本的な河川
改修をしないと、子孫
に恥ずかしい

長 野 市、 高 山 村、 飯 綱 町、
小川村の高齢者用 IC カード

運賃表（円）
通常運賃 利用者負担額

150 ～ 380 110（最低負担）
390 ～ 410 120
420 ～ 440 130
450 ～ 480 140
490 ～ 510 150
520 ～ 540 160
550 ～ 580 170
590 ～ 610 180
620 ～ 640 190
650 以上 200（上限）

新幹線車両基地の横で、わらが引っ掛かってい
る善光寺平洪水水位標

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
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報
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塩﨑 貞夫 議員

鮎川右側農地、左側集落地

中
小
河
川
の
流
域
被
害
を
最
小
に

遊
水
地
な
ど
可
能
か
検
討

問　

台
風
19
号
に
よ
る
市

内
中
小
河
川
の
被
害
状
況

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

県
の
管
理
す
る
一
級
河
川

で
は
、
上
流
域
・
中
流
域

に
お
い
て
、
河
床
の
洗
掘

や
護
岸
の
欠
損
被
害
が
発

生
、
鮎
川
で
は
堤
防
か
ら

と
思
わ
れ
る
漏
水
被
害
が

発
生
し
た
。
ま
た
、
市
の

管
理
河
川
で
は
、
権
五
郎

川
が
千
曲
川
堤
外
地
で
護

岸
の
一
部
が
損
傷
し
た
。

問　

権
五
郎
川
堤
外
地
の

護
岸
修
復
の
目
途
は
つ
い

て
い
る
か
。
ま
た
、
百
々

川
右
岸
に
も
漏
水
が
あ
っ

た
が
確
認
し
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

権
五
郎
川
の
護
岸
に
つ
い

て
は
、現
在
点
検
中
。百
々

川
の
右
岸
漏
水
に
つ
い
て

は
確
認
す

る
。

問　

県
が

管
理
す
る

河
川
の
護

岸
の
欠
損

や
、
河
床

被
害
ま
た
、

土
砂
堆
積

撤
去
に
つ

い
て
、
復

旧
の
目
途

は
つ
い
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く

り
推
進
部

長　

須
坂

建
設
事
務
所
に
は
、
復
旧

事
業
と
し
て
、
工
事
を
早

急
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
要
請
し
、
協
力
し
て
い

き
た
い
。

問　

排
水
機
に
よ
り
河
川

の
排
水
を
依
存
し
て
い
る

堤
内
地
で
は
、
排
水
機
の

運
転
中
止
に
よ
り
、
住
宅

や
農
地
に
床
下
浸
水
や
冠

水
被
害
が
発
生
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
対
処
方
法
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

排
水
機
の
能
力
ア
ッ
プ
を

は
か
る
こ
と
や
、
遊
水
地

の
確
保
が
必
要
か
と
思
う

が
、
須
坂
市
の
地
形
条
件

等
か
ら
設
置
が
可
能
か
検

討
し
た
い
。

問　

百
々
川
と
鮎
川
の
合

流
地
点
の
堤
内
地
側
農
地

に
土
砂
が
大
量
に
堆
積
し

た
被
害
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

先
人
の
知
恵
に
よ
り
、
集

落
側
堤
防
を
、
農
地
側
堤

防
よ
り
高
く
し
、
農
地
側

を
遊
水
地
の
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
洪
水
か
ら
集
落

を
守
る
よ
う
に
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
土
地
所
有
者

の
方
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
可
能
な
対
策
を
講

じ
た
い
。

問　

市
内
の
山
間
部
で
土

砂
崩
れ
災
害
が
発
生
し
た
。

孤
立
し
た
集
落
は
な
く
安

堵
し
た
が
、
今
後
も
同
じ

よ
う
な
豪
雨
で
土
砂
崩
れ

災
害
に
よ
る
道
路
の
遮
断

や
、
電
気
・
水
道
の
確
保

も
危
う
く
な
る
。
道
路
・

水
道
・
電
気
の
二
系
統
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
確

保
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
定
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
築

か
れ
て
い
る
と
思
う
。
費

用
面
で
難
し
い
が
関
係
機

関
に
働
き
か
け
た
い
。

問　

必
要
な
財
源
は
ど
う

確
保
す
る
か
。

市
長　

議
会
や
地
元
区
民

の
皆
様
と
と
も
に
国
へ
の

要
望
を
し
っ
か
り
と
し
た

い
。

公共工事の蓄積が大災害
を防ぐことになる。起き
てはじめてわかる。遅い
けど…

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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水越 正和 議員

台風19号による百々川の増水

製造事業者と覚書を締結する
フルーツエール醸造委託継続は

問　

本
年
度
で
国
の
交
付

金
は
終
了
す
る
が
、
３
年

間
の
成
果
と
し
て
果
樹
振

興
と
賑
わ
い
創
出
は
ど
の

程
度
な
さ
れ
た
か
。

副
市
長　

遊
休
荒
廃
農

地
解
消
面
積
は
目
標
値

14
h
a
に
対
し
９
・
１

h
a
、
新
規
就
農
世
帯
数

は
36
世
帯
に
対
し
34
世
帯
、

収
穫
・
醸
造
体
験
ツ
ア
ー

参
加
者
数
は
１
０
０
人
に

対
し
83
人
、
発
泡
酒
の
販

売
額
は
３
千
７
５
７
万
円

に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
92
万

円
で
あ
っ
た
。

問　

採
算
が
取
れ
る
事
業

に
成
長
し
た
の
か
。

副
市
長　

販
売
量
は
昨
年

の
１
・
２
倍
、
取
り
扱
い

店
は
１
４
０
店
舗
と
な
っ

た
。

　

採
算
が
取
れ
る
販
売
量

ま
で
は
達
し
て
い
な
い
が
、

努
力
す
る
。

問　

ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
な
に
か
。

副
市
長　

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
人
気
を
改
め
て
感
じ
た
。

問　

交
付
金
に
頼
ら
ず
、

ど
の
よ
う
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

副
市
長　

協
賛
金
や
参
加

者
か
ら
の
参
加
料
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

く
。

問　

当
初
の
目
的
を
ど
の

よ
う
に
担
保
し
て
い
く
の

か
。

副
市
長　

来
年
度
以
降
の

事
業
実
施
に
つ
い
て
、
協

議
会
と
製
造
事
業
者
間
で

覚
書
を
取
り
交
わ
す
。

災
害
に
打
ち
勝
つ
ま
ち
づ

く
り

問　

東
日
本
大
震
災
時
に

塩
竈
市
に
派
遣
さ
れ
た
職

員
の
体
験
は
、
今
回
の
水

害
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
た
か
。

総
務
部
長　

災
害
対
策
本

部
の
運
営
で
、
警
報
避
難

指
示
を
出
す
こ
と
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
た
。
避
難
所

運
営
面
で
は
、
福
祉
避
難

所
へ
の
移
動
や
健
康
管
理

の
聞
き
取
り
を
す
る
際
に

応
用
さ
れ
た
。
被
災
者
支

援
で
は
、
住
家
の
被
害
認

定
か
ら
罹
災
証
明
ま
で
事

務
が
迅
速
に
行
え
た
。

問　

災
害
の
種
類
別
に
よ

る
避
難
所
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長　

対
象
地
域
の
考
え

方
や
表
記
に
つ
い
て
は
検

討
の
う
え
見
直
す
。

問　

北
相
之
島
町
を
中
心

と
し
た
水
害
対
策
は
。

市
長　

立
ヶ
花
狭
窄
部
の

解
消
や
、
大
河
津
分
水
路

の
拡
張
改
修
、
越
水
し
て

も
破
堤
し
な
い
堤
防
へ
の

強
化
、
遊
水
地
の
整
備
な

ど
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

市
で
行
え
る
対
策
は
。

市
長　

公
会
堂
の
建
替
え

時
、
場
所
は
未
定
だ
が
防

災
拠
点
機
能
を
持
た
せ
た

高
床
式
の
公
会
堂
を
建
設

し
た
い
。

ネガティブな SNS 投稿
は慎重に

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
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委
員
会

分
科
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審
査
結
果
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報
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佐藤 壽三郎 議員

浸水した相之島排水機場
(道路河川課提供 )

台
風
に
よ
る
災
害
で

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す

台
風
19
号
に
関
わ
る
諸
課

題問　

機
場
停
止
の
結
果
生

ず
る
内
水
氾
濫
の
被
害
を
、

国
家
は
補
償
す
る
の
か
。

市
長　

内
水
氾
濫
で
あ
っ

て
も
、
国
か
ら
の
支
援
金

の
支
給
が
あ
る
。

問　

千
曲
川
を
広
域
的
監

視
下
に
据
え
る
必
要
性
は
。

市
長　

千
曲
川
改
修
期
成

同
盟
会
を
上
田
市
か
ら
飯

山
市
ま
で
の
千
曲
川
流
域

６
市
２
町
に
よ
り
組
織
し

て
お
り
、
情
報
共
有
を
は

じ
め
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

問　

八
木
沢
川
を
須
坂
市

と
高
山
村
の
境
の
堀
之
内

地
籍
の
等
高
線
上
に
お
よ

そ
２
㎞
に
お
よ
ぶ
、
幅
10

ｍ
、
深
さ
５
ｍ
の
水
路
を

構
築
し
、
大
雨
の
時
に
は

八
木
沢
川
の
流
水
を
こ
の

水
路
に
流
し
込
ん
で
大
雨

を
貯
め
る
。
貯
ま
っ
た
水

は
平
常
時
に
市
・
村
の
畑

潅
に
利
用
す
る
。
超
大
雨

で
水
路
の
容
量
以
上
の
水

は
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
と

し
て
松
川
に
流
し
込
む
。

こ
の
遊
水
機
能
を
持
っ
た

水
路
に
よ
り
相
之
島
排
水

機
場
の
負
荷
を
軽
減
さ
せ

て
は
い
か
が
か
。

市
長　

八
木
沢
川
か
ら
松

川
に
流
し
込
む
こ
と
は
、

松
川
沿
い
の
被
害
を
拡
大

す
る
た
め
慎
重
な
議
論
が

必
要
と
考
え
る
。

問　

機
場
か
ら
下
流
の
松

川
河
口
ま
で
の
堤
防
は
完

成
堤
防
か
。

市
長　

完
成
堤
防
で
あ
る
。

問　

長
野
市
の
穂
保
と
そ

の
周
辺
の
地
域
で
は
、
消

防
団
に
よ
る
半
鐘
に
よ
る

「
擦
り
半
連
打
」
が
人
命

を
救
っ
た
と
の
こ
と
。
須

坂
市
も
緊
急
時
に
「
擦
り

半
連
打
」
の
活
用
を
取
り

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

市
長　

消
防
団
員
の
身
の

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

際
に
は
半
鐘
連
打
を
計
画

し
た
い
。

須
坂
の
子
ど
も
た
ち
を

ど
う
護
る
か

問　

須
坂
市
に
お
け
る
自

殺
の
予
防
を
呼
び
か
け
る

啓
発
活
動
は
。

教
育
長　

市
は
「
第
３
期

須
坂
市
自
殺
予
防
対
策
計

画
」
で
、『
子
ど
も
、
若

者
対
策
に
つ
い
て
』
を
重

点
施
策
と
位
置
づ
け
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育

の
関
係
者
が
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　

県
が
設
置
し
た
「
子

ど
も
の
自
殺
危
機
対
応
チ

ー
ム
」
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

医
師
や
弁
護

士
・
臨
床
心
理
士
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
市
町
村
等
地

域
の
関
係
機
関
で
は
支
援

に
行
き
詰
ま
る
な
ど
、「
対

応
困
難
な
ケ
ー
ス
」
を
支

援
の
対
象
と
す
る
も
の
。

須
坂
市
は
支
援
に
行
き
詰

ま
る
と
き
は
、
県
の
「
子

ど
も
の
自
殺
危
機
対
応
チ

ー
ム
」
へ
の
支
援
要
請
を

行
い
、
尊
い
命
を
護
っ
て

い
き
た
い
。

私は…
「滄浪の水が澄んでたら、
冠の紐を洗う。
滄浪の水が濁ってたら、
足を洗う。」と

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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牧　重信 議員

再開発が望まれるパルム

行政が判断するのは適切でない

中心市街地にあるパルムへの対応は

問　

中
心
市
街
地
の
課
題

で
も
あ
る
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
ム
に
、

行
政
と
し
て
力
を
注
ぐ
計

画
は
あ
る
の
か
。

市
長　

土
地
の
所
有
者
と

建
物
の
所
有
者
お
よ
び
使

用
者
と
の
関
係
等
複
雑
な

問
題
・
課
題
が
あ
り
、
難

し
い
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

協
同
組
合
や
地
権
者
、
そ

こ
で
商
売
等
を
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
考
え
が
ま
ず
第
一

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

民
間
企
業
の
所
有
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
活
用

の
判
断
は
企
業
が
採
算
性

な
ど
の
経
営
判
断
に
基
づ

い
て
行
う
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
そ
の
判
断
に
関
与

す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い

と
考
え
る
。

　

須
坂
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る

「
新
し
く
つ
く
る
」

か
ら
「
賢
く
つ
か

う
」
に
よ
り
、
今

あ
る
資
産
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ

と
が
行
財
政
運
営

の
基
本
で
あ
る
。

将
来
の
人
口
減
少

を
踏
ま
え
、
新
た

な
公
共
施
設
取
得

は
十
分
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

問　

事
業
協
同
組

合
の
防
災
計
画
は

体
制
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

須
坂
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
は
協
同
組
合
と

協
同
ビ
ル
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
組

織
の
違
い
は
あ
る

が
、
建
物
全
体
を

取
り
ま
と
め
る
「
総
括
防

火
管
理
者
」
の
選
任
義
務

が
必
要
と
な
る
。
平
成
26

年
の
法
律
改
正
前
は
、「
共

同
防
火
管
理
」
で
体
制
を

整
え
、
訓
練
・
計
画
を
実

施
し
て
い
た
が
、
改
正
後

は
実
情
に
合
っ
た
訓
練
・

計
画
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
各
テ
ナ
ン
ト

に
お
い
て
も
、
防
火
管
理

者
を
選
任
し
消
防
計
画
に

沿
っ
た
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

ま
た
消
防
本
部
で
は
、

平
成
30
年
６
月
に
立
入
検

査
を
行
い
、
是
正
す
べ
き

点
を
指
導
し
て
い
る
。

問　

道
路
側
か
ら
見
れ
ば

パ
ル
ム
の
外
観
や
外
壁
が

汚
れ
て
い
る
が
、
行
政
に

よ
る
指
導
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

特
別
な
指
導
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
修
繕

な
ど
壁
面
を
塗
り
替
え
る

際
に
は
、
景
観
法
に
基
づ

く
届
け
出
が
必
要
と
な
る

の
で
、
そ
の
際
に
お
願
い

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

意
見　

当
市
が
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
街
の
中
心
地
に

公
共
施
設
を
集
約
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
中

心
市
街
地
は
居
住
誘
導
区

域
に
す
る
こ
と
や
、
こ
の

地
域
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ

と
も
大
切
だ
。
街
づ
く
り

は
人
づ
く
り
で
あ
る
。
人

が
集
ま
れ
ば
活
気
が
出
る
。

今
と
違
っ
た
形
で
市
が
動

け
ば
、
違
っ
た
視
点
で
街

づ
く
り
・
人
づ
く
り
が
で

き
る
と
思
う
の
で
、
近
い

将
来
に
向
け
て
経
営
的
な

側
面
か
ら
再
考
願
い
た
い
。

再開発は難しく悩まし
い課題であるが…

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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久保田 克彦 議員

堆
積
土
砂
の
除
去
は
農
家
の
負
担
な
し
で

国
の
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
で
実
施
す
る

被
災
で
一
人
の
離
農
者
も

出
さ
な
い
農
家
支
援
を

問　

国
の
復
旧
事
業
の
実

施
主
体
は
自
治
体
に
な
る
。

一
刻
も
早
い
市
の
対
応
を
。

産
業
振
興
部
長　

農
地
に

堆
積
し
た
土
砂
や
ゴ
ミ
の

除
去
が
被
害
を
受
け
た
農

家
の
共
通
要
望
だ
。
町
別

説
明
会
で
対
策
を
示
す
。

問　

激
甚
災
害
の
場
合
、

復
旧
事
業
費
の
市
負
担
は
。

産
業
振
興
部
長　

過
去
の

実
績
で
は
、
事
業
費
の
５

％
余
が
負
担
に
な
る
。

問　

例
え
ば
災
害
事
業
費

10
億
円
の
場
合
、
市
負
担

は
０
・
７
％
（
図
参
照
）

の
７
０
０
万
円
で
済
む
。

負
担
金
な
し
で
の
復
旧
事

業
は
十
分
可
能
だ
。

産
業
振
興
部
長　

耕
作
者

の
意
向
確
認
の
う
え
、
復

旧
事
業
に
対
す
る
国
の
査

定
で
補
助
率
が
確
定
す
る
。

問　

農
道
・
林
道
の
復
旧
、

鳥
獣
害
電
気
柵
の
修
復
な

ど
早
期
の
対
策
を
。

産
業
振
興
部
長　

来
年
の

農
作
業
に
間
に
合
う
よ
う

復
旧
工
事
を
行
う
。

被
災
者
に
希
望
の
見
え
る

支
援
を
本
格
的
に

問　

住
宅
の
被
害
認
定
で
、

再
調
査
の
依
頼
は
４
件
と

の
こ
と
、
見
直
し
は
。

総
務
部
長　

１
件
を
「
一

部
損
壊
」
か
ら
「
半
壊
」

に
認
定
変
更
し
た
。
再
調

査
の
申
し
出
に
は
即
座
に

対
応
し
て
い
く
。

問　
「
応
急
修
理
」
の
申

請
状
況
と
、
修
理
規
模
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

92
件
の
申
請
が
あ
り
、
15

件
が
完
了
。
提
出
さ
れ
た

「
見
積
り
」
46
件
の
半
数

が
上
限
額
59
万
５
千
円
で
、

平
均
額
で
は
50
万
円
余
と

な
る
。（
11
／
28
現
在
）

問　

借
上
げ
住
宅
入
居
者

は
、「
応
急
修
理
」
の
適

用
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

を
納
得
し
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

丁
寧
な
説
明
を
し
て
き
た
。

問　

公
営
住
宅
の
入
居
期

間
は
い
つ
ま
で
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

３
カ
月
間
。
場
合
に
よ
っ

て
３
カ
月
延
長
が
で
き
る
。

問　
「
一
部
損
壊
」
被
災

者
ま
で
支
援
金
の
支
給
を
。

健
康
福
祉
部
長　

国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　

医
療
費
の
一
部
負
担

金
等
の
免
除
期
間
延
長
を
。

健
康
福
祉
部
長　

県
市
長

会
で
国
に
要
望
し
て
い
る
。

問　
「
雑
損
控
除
」
の
申

告
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
。

総
務
部
長　

被
災
者
を
対

象
に
相
談
会
を
新
年
１
月

末
に
３
日
間
開
催
す
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

者
に
株
式
会
社
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い

問　

民
間
事
業
者
へ
の
委

託
で
職
員
の
安
定
的
確
保

と
、
雇
用
条
件
の
改
善
が

図
ら
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

留
意
し
て
事

業
者
と
協
議
を
進
め
る
。

越水から破堤を防ぐ工
法が過去開発されたが、
国はダム偏重政策で放
置した。と専門家

補助災害復旧事業費：国庫補助残を市町村が負担又は改良区等を助成する場合、費用
　　　　　　　　　の90％まで起債でき、そのうち95％が地方交付税措置算定の
　　　　　　　　　基礎となる基準財政需要額に算入

特　別　交　付　税：市町村の災害復旧事業費の合計の3％※が特別交付税で措置
　　　　　　　　　される　　※市町村の場合

市町村負担に対する地方財政措置

交付税4.3％

激甚災害での国の補助

0.7％

市町村負担5％
国庫補助率95％

※上記とは別に、 特別交付税＝災害復旧事業費×3.0％ が措置される

（農水省リーフレット「農地災害復旧事業の国庫補助率について」から）

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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石合　敬 議員

結論的に問題はなかった
消防団詰所の公民館併設使用で問題は

問　

日
滝
地
域
公
民
館
を

消
防
団
詰
所
と
し
た
こ
と

で
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

副
市
長　

避
難
所
開
設
後
、

研
修
セ
ン
タ
ー
に
移
し
た

た
め
問
題
は
な
か
っ
た
。

問　

詰
所
と
し
て
公
民
館

を
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
は
。

副
市
長　

地
元
区
等
の
判

断
で
移
っ
て
も
ら
っ
た
。

問　

そ
の
判
断
が
出
る
ま

で
部
屋
の
外
で
待
機
し
て

い
た
団
員
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
。

市
長　

細
か
な
状
況
を
し

っ
か
り
調
べ
る
。

問　

市
長
は
災
害
現
場
で

当
初
の
活
動
と
は
違
う
指

示
を
し
た
の
は
本
当
か
。

市
長　

住
民
要
望
を
生
か

し
て
そ
の
場
で
指
示
し
た
。

問　

避
難
所
の
出
入
口
に

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置

い
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
緊

急
時
に
誰
が
置
い
た
の
か
。

市
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、

市
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
私
が
置
い
た
。

市
長
に
よ
る
無
理
強
い
事

業問　

何
百
万
円
も
費
や
し

て
子
ど
も
達
や
市
民
の
た

め
と
行
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
、
ど
ん
な
成
果
が
あ

っ
た
か
。

市
長　

公
演
を
観
た
方
よ

り
大
変
よ
か
っ
た
と
の
感

想
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

税
金
２
千
３
０
０
万

円
で
買
い
取
っ
た
死
海
の

水
プ
ー
ル
は
市
民
に
何
を

も
た
ら
し
た
か
。

市
長　

湯
っ
蔵
ん
ど
・
須

坂
市
の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
た
。

問　

自
主
事
業
団
体
に
も

関
わ
ら
ず
、
区
か
ら
選
出

さ
せ
る
保
健
補
導
員
は
市

民
・
区
の
重
荷
で
あ
る
が

全
く
苦
情
を
聞
い
て
い
な

い
の
か
。

市
長　

直
接
聞
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

会
費
が
１
人
５
０
０

円
に
対
し
、
市

の
交
付
金
が
１

万
２
千
円
で
は

24
倍
に
な
る
。

自
主
事
業
団
体

と
し
て
お
か
し

く
な
い
か
。

市
長　

質
問
要

旨
に
な
い
質
問

に
対
し
て
の
答

弁
は
、
差
し
控

え
る
。

問　

観
光
協
会

に
突
然
新
ポ
ス

ト
を
作
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
１
年
間
で
ポ

ス
ト
も
職
員
も
な
く
し
た

の
は
市
長
の
意
向
か
。
文

化
振
興
事
業
団
へ
の
口
出

し
も
し
て
よ
い
の
か
。

市
長　

私
が
助
言
・
提
言

し
て
も
受
け
る
か
否
か
は

そ
の
団
体
の
意
向
で
あ
る
。

問　

長
年
特
定
業
者
と
の

随
意
契
約
で
、
年
間
１
千

万
円
の
宣
伝
広
告
費
を
使

っ
て
い
た
。
現
在
は
Ｊ
Ｒ

の
ポ
ス
タ
ー
掲
載
が
不
透

明
で
あ
っ
た
等
の
理
由
で

見
直
し
を
し
た
が
、
効
果

は
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

長
年
の
付
き
合
い

の
中
で
マ
ス
コ
ミ
に
も
パ

イ
プ
が
で
き
た
。

問　

３
０
０
万
円
の

岡
画
伯
の
絵
画
は
市

民
に
何
を
与
え
た
か
。

市
長　

ク
ラ
シ
ッ
ク

美
術
館
の
魅
力
が
高

ま
り
、
市
外
の
方
に

も
喜
び
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

問　

何
人
の
方
の
感

想
か
。

市
長　

１
人
２
人
の

声
で
も
大
切
な
評
価

で
あ
る
。

市長が好きな芸能人のイ
ベントや絵画購入をやめ
れば消防団詰所は簡単に
作れるのになぁ〜

264万円もするアンケート調査代は、被災者支援に使
うべきです！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告



令和 2 年 1 月 1 日　第 160 号 22
( 代表質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

水没した福島スポーツ広場

新
年
度
予
算
編
成
方
針
は

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

岩田 修二 議員

問　

当
初
予
算
に
お
け
る

災
害
復
旧
関
連
予
算
の
見

通
し
と
予
算
編
成
に
お
け

る
影
響
は
。

市
長　

災
害
復
旧
・
復
興

関
連
事
業
は
、
最
優
先
事

項
と
位
置
づ
け
、
し
っ
か

り
と
実
施
し
て
い
く
が
、

財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

保
育
園
保
護
者
会
連
合
会

と
の
懇
談
会
で

問　
「
保
育
士
の
現
行
の

配
置
体
制
維
持
が
困
難
」

と
し
た
根
拠
は
な
に
か
。

教
育
次
長　

現
行
の
保
育

士
配
置
基
準
の
緩
和
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
も
、

須
坂
市
で
も
今
後
待
機
児

童
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

入
所
で
き
な
か
っ
た
保
護

者
か
ら
「
こ
う
し
た
緩
和

措
置
を
廃
止
し
、
受
け
入

れ
児
童
数
の
拡
大
を
優
先

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
要
望
が
出
さ
れ
る
可
能

性
を
考
え
る
と
、
現
行
の

保
育
士
配
置
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

可
能
性
も
念
頭
に
置
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
充
実
、
児
童
ク
ラ
ブ
充

実
の
要
望
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。

教
育
次
長　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
中
央
児
童

セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て
い

る
た
め
、
幼
児
と
小
中
学

生
が
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
遊

ぶ
こ
と
な
ど
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
参
考
に
、
移
設
等
を
検

討
し
て
い
く
。

職
員
数
の
減
少
が
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
及
ぼ
す
影
響
は

副
市
長　

職
員
数
の
減
少

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
自
助
・
公
助
・
共
助

と
い
っ
た
、
自
治
体
が
担

う
べ
き
も
の
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
も

の
の
区
別
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
民

間
委
託
や
指
定
管
理
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

須
坂
市
と
し
て
適
正

な
職
員
数
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

副
市
長　

業
務
量
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
全
体

を
見
据
え
な
が
ら
、
必
要

な
部
署
に
必
要
な
人
員
を

配
置
し
て
い
く
。

台
風
19
号
に
よ
る
避
難
者

の
把
握
と
確
認
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か

総
務
部
長　

全
員
の
行
動

自然の猛威が、人間の

力をはるかにしのいだ

台風 19 号。万全の備

えとはどこまでなのか

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

避
難
者
名
簿
は
作
成
し
た
。

問　

市
民
の
命
を
守
る
と

の
観
点
か
ら
確
認
は
必
要

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

大
人
数
の
た

め
確
認
は
難
し
い
。

問　

８
月
の
総
合
防
災
訓

練
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で

生
か
さ
れ
た

の
か
。

総
務
部
長　

多
方
面
で
生

か
さ
れ
た
が
、

反
省
、
課
題

等
も
あ
る
こ

と
か
ら
検
証

を
し
て
、
今

後
に
生
か
し

た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議



議

動

会

き

の

　　　　　 広報特別委員会で
　　　　　　　先進地を視察しました

11月7日・8日

福島県会津若松市
　先進的な議会改革に取り組む中で、広報広聴活動については

市民参加型の広報議会モニター制度・市民との意見交換会等、

市民意見を起点とした政策への取り組みを行っている。また、議

会の活動を身近

に感じてもらえる

よう、市議会白書

（議会の手引書）を

発行している。

　議会広報誌の

編集にあたっては、

文字の字体や強

弱、枠線の太さな

ど、より読みやす

くするため随時掲

載方法を変更して

いる。

福島県喜多方市
　写真を大きく載せ、見やすく飽きさせない紙面。専門用語

を使用せず、中学生が読んでもわかる内容を心がけている。

　より多くの市民に手に取ってもらえる広報誌を目指し、市

民を主役とした表紙写真・特集を組んで取材した記事を載

せている。

　余白や写真・

イラストをうま

く使い、読む人

を惹きつける

工夫がみられ、

臨場感のある

大きな写真が

紙面全体に活

気を与えてい

る。

先進地視察を受け、今回のこんにちは「須坂市議会です」( 第 160 号 ) に生かした点

・表紙の写真を大きくし、発行する月で色を変える。

・該当ページにインデックスとしてタイトルを掲載。

広域連合議会等報告
　

冒
頭
連
合
長
か
ら
台
風
19
号
に
よ
り
、
千
曲

市
Ｂ
焼
却
施
設
及
び
仁
礼
町
最
終
処
分
場
は
冠

水
等
の
被
害
が
あ
り
、
工
事
に
遅
れ
が
生
じ
、

工
事
工
程
な
ど
の
見
直
し
を
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
で
発
生
し
た
災
害
ご
み
の

受
け
入
れ
は
、
処
理
能
力
を
大
き
く
上
回
っ
た

搬
入
の
た
め
、
10
月
28
日
か
ら
や
む
を
得
ず
長

野
市
・
須
坂
市
か
ら
の
受
け
入
れ
を
休
止
し
た
。

　

須
坂
荘
の
移
管
先
は
令
和
３
年
度
か
ら
「
社

会
福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会
」
に
決

定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

提
案
の
あ
っ
た
補
正
予
算
や
人
事
案
件
な
ど

７
件
を
原
案
ど
お
り
議
決
し
た
。

　

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
30
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
、
２
０
１
９
年
度
補
正
予
算

案
、
監
査
委
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
た
。

　

決
算
認
定
で
は
、
歳
入
２
億
４
千
５
１
５
万

５
１
６
円
、
歳
出
２
億
３
千
４
万
６
千
６
０
５

円
、
差
し
引
き
１
千
５
１
０
万
３
千
９
１
１
円

が
翌
年
度
繰
越
金
と
な
っ
た
。
歳
出
決
算
額
は

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
。

 

30
年
度
の
主
な
修
繕

○
松
川
苑
…
火
葬
炉
耐
火
台
車
上
部
交
換
等

○
衛
生
セ
ン
タ
ー
…
ア
ル
カ
リ
貯
槽
取
替
等

○
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
…
起
流
・
ス
ラ
イ
ダ
ー
制
御

盤
取
替
等

　

議
会
選
出
監
査
委
員
は
、
長
野
市
議
会
議
員

の
小
泉
一
真
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

長
野
広
域
連
合
議
会

11
月
11
日

須
高
行
政
事
務
組
合
議
会

10
月
21
日

第 160 号　令和 2 年 1 月 1 日23

講師　千野境子氏

講師　北川正恭氏

須
高
市
町
村
議
会

議
員
研
修
会

期
日
：
11
月
14
日　
　
　

場
所
：
小
布
施
町
公
民
館

　

須
高
３
市
町
村
の
議

会
議
員
約
50
名
が
参
加

し
、
産
経
新
聞
客
員
論

説
委
員
の
千
野
境
子
氏

を
講
師
に
「
戦
後
国
際

秩
序
の
終
わ
り
と
日
本

の
選
択
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
い
た
。

　

気
候
変
動
・
ス
ー
パ

ー
台
風
の
恒
常
化
等
で

イ
ン
フ
ラ
に
ガ
タ
が
き

て
い
る
。
中
央
に
偏
っ

た
投
資
に
よ
り
、
地
方

と
中
央
の
格
差
が
災
害

に
も
及
ん
で
い
る
。
日

本
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

東
北
信
９
市
議
会

正
副
委
員
長
研
修
会

期
日
：
11
月
21
日　
　
　
　

場
所
：
東
御
市　

ラ
・
ヴ
ェ
リ
テ

　

東
北
信
９
市
の
正
副

議
長
、
常
任
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
正
副
委

員
長
約
１
４
０
名
が
参

加
し
、
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授　

北
川
正
恭
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
地
方

創
生
時
代
に
お
け
る
地

方
議
会
の
役
割
と
は
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ

い
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足

は
単
に
定
員
や
歳
費
削

減
な
ど
量
的
削
減
で
は

解
消
で
き
な
い
。
質
的

な
充
実
を
図
る
べ
き
だ

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
会
報
告

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

委
員
会



市 民市 民 のの 声声 台風19号により被害に遭われた方に
聞きました

令和 2 年 1 月 1 日　第 160 号 24

2 月 18 日 火 本会議 10:00 開会
議案上程・提案説明・議案質疑等

25 日 火

本会議 9:30

代表質問

26 日 水
一般質問27 日 木

28 日 金
3 月　2 日 月

委員会 9:00

予算決算特別委員会（福祉環境分科会）
／福祉環境委員会3 日 火

4 日 水 予算決算特別委員会（経済建設分科会）
／経済建設委員会5 日 木

6 日 金 予算決算特別委員会（総務文教分科会）
／総務文教委員会9 日 月

11 日 水 委員会 9:00 予算決算特別委員会

13 日 金 本会議 14:00 委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

編

集

後

記

編

集

後

記

災
害
の
状
況
や
要
望
を
熱
く

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
杵
渕
さ
ん

　

台
風
災
害
か
ら
３
カ
月

近
く
が
経
過
し
た
。
１
カ

月
に
も
及
ん
だ
避
難
所
は

11
月
10
日
に
は
す
べ
て
閉

鎖
さ
れ
た
が
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
元
の
生
活
を

取
り
戻
す
に
は
ま
だ
ま
だ 

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

須
坂
市
で
も
早
期
の
災

害
復
旧
に
向
け
当
面
８
億

８
千
万
円
余
の
補
正
予
算

を
組
ん
だ
。
さ
ら
に
国
か

ら
の
補
助
を
受
け
、
特
に

農
業
被
害
の
復
旧
復
興
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。
議
会
と

し
て
も
早
急
な
復
旧
・
復

興
対
策
を
講
ず
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

　

き
め
細
や
か
な
災
害
対

応
に
は
「
心
機
一
転
」
出

直
す
こ
と
の
勇
気
と
決
断

を
持
つ
こ
と
も
、
ま
た
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
岩
田
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
本
　
泰
也

副
委
員
長
　
　
牧
　
　
重
信

委
　
　
員
　
　
古
家
　
敏
男

　
　
　
　
　
　
久
保
田
克
彦

　
　
　
　
　
　
岡
田
　
宗
之

   

　
　
　
　
　
浅
井
　
洋
子

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
修
二

紅白の花が議場にアクセント
（文芸協のご協力による）

一般質問通告要旨は２月20日以降、地域公民館等にあります。      
※上記日程は都合により変更する場合があります。 

令和２年 会期日程（案）３月定例会
月　 日 曜 種 別 開 議

時 刻 摘 要

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」へのご意見・ご感想は下記へ

電話：026-248-9014  
FAX：026-248-3365

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

　４度目の災害で床上浸水となり、現在壁や床下の消毒と断
熱材を入れ替える工事を行っています。
　当日は避難が遅れ、妻は、消防のボートで救出されました。
　自宅は、電気系統が無事だったため、２階で寝泊まりして
災害の一部始終を見ました。目の前で水が渦を巻いていました。
　多くの災害復旧ボランティアや寄せられた救援物資に感謝
しています。ただ、現地と本部間の情報共有、被災者への正
確な情報伝達に課題がありました。無料入浴ももう少し早く
対応してほしかったと思います。
　区では、住居移転などにより役員の人選など苦慮しています。
今後の想定外と言わない防災対策を望みます。

杵渕　恭宏さん（北相之島町）

須
坂

市
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.suzaka.nagano.jp/

議
会

E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印

刷
　

共
和

紙
器

印
刷

株
式

会
社

印
刷

部
数

　
19500

部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

36
円

）
こ

の
印

刷
物

は
環

境
に

配
慮

し
て

、
再

生
紙

、
大

豆
油

イ
ン

ク
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

無
断

転
用

禁
止

電
話

 026-245-1400
〒

382-8511
長

野
県

須
坂

市
大

字
須

坂
1528

－
1

（
議

会
事

務
局

専
用

 026-248-9014）

■■■ 令和元年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中　ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ
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